






































































































































































































































ている29。インドを後にしたブラックは，1864年４月１日の Overland China Mail によると，同年
３月25日，香港を訪れている。4月29日の同紙の付録 supplement には，ブラックの公演に関する
記事も掲載された。４月14日，18日に Evening Mail に掲載された記事を転載したもので，それぞ
れの掲載前日行われたブラックの公演の批評である。記事はブラックが歌った歌を一つ一つあげて，



























ラックの上海到着は1864年５月13日である。上海でも公演を行い，この時期の North China Herald 
には，彼の公演を熱狂的に称賛した批評が載った。


















































公演の広告が大きく掲載されている。「EVENINGS AT HOME 」という公演タイトルは，これま
で香港や上海で行われてきたものと同じ。公演場所は，いずれもブラックの住居（居留地53番）
に隣接した godown（倉庫）となっている。入場料は指定席３ドル，自由席２ドルである。









































































ある。創業者ルーク・ハンサード Luke Hansard （1752～1828）の孫として，1821年１月22日，ロ
ンドンで生まれた。ロンドンで印刷業の修業を経て，1849年にニュージーランド・オークランド
に渡り，不動産業などを行っていた。来日時期は分からないが，文久元年５月15日（1861年６月
22日），長崎で英字紙『ナガサキ・シッピング・リスト・アンド・アドヴァタイダー The Nagasaki 
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依拠した文献は，ロンドンのギルドホール図書館で見出したAlpabertical register of Children at 












ラックの存在を知ることができる。25歳のブラックの職業は「Merchant and General Agent」と記
されていた47。15歳でクライスツ・ホスピタルを退学して10年，この時期にはブラックは修業期間
を終えて一本立ちしていたのである。だが，その仕事は「新聞」とは関係はない。







ドに在住していた時期，同地には Register と The Southern Australian Advertiser という２つの有力
日刊紙があった。とりわけ Register は地域社会に大きな影響力を持った新聞で，ある研究者は「一
つの地域における影響力の強さという点では，アデレードにおける Register は The Times もかな










『ジャパン・ヘラルド』は，「日本のための新聞 A JOURNAL FOR JAPAN 」（以下，大文字アル
ファベットは原文のまま）であり，「新聞が導かれる原理 PRINCIPLES は，端的に言って最も徹



























年５月13日），F.ダ・ローザ F. da Roza50が『ジャパン・ヘラルド』と同じ週刊の『ジャパン・コマ
ーシャル・ニュースThe Japan Commercial News』を創刊する。『ジャパン・コマーシャル・ニュー
ス』が慶応元年４月30日（1865年５月24日），通算107号をもって終刊した後，発行の権利・印刷
機械一式を受け継いだチャールズ・D. リッカビィCharles D. Rickerby51が，慶応元年７月19日
（1865年９月８日），『ジャパン・タイムズThe Japan Times』を創刊した。同紙は『ジャパン・ヘラ
ルド』と同じ週刊だったが，５日後には日刊の『ジャパン・タイムズ・デイリー・アドヴァタイザ
ーThe Japan Times’ Daily Advertiser』さらに同月末にはほぼ隔週刊の『ジャパン・タイムズ・オ
ーバーランド・メイルThe Japan Times’ Overland Mail』も刊行された。
一方，『ジャパン・ヘラルド』は，すでに文久３年９月14日（1863年10月26日），日刊の『デイ























































































1854.10.29 妻とともに南オーストラリア・アデレード着。「Black & Wright 社」を設立






































2 Kanesada Hanazono, Journalism in Japan and its Early Pioneers（大阪出版社，1926年)。同書の奥付には
『日本の新聞と其の先駆者』という書名が表記されている。「近代日本ジャーナリズムの父」の表現は同書
75ページ。
3 拙稿「オーストラリアのジョン・レディ・ブラック」参照。なお，「Black & Wright 社」の共同経営者
ライトに関して，拙稿では「ともにアデレードに渡航してきただろう可能性が高い」と記した（277ペー
ジ）。ブラック夫妻が乗船していたアイリーン号 Irene の乗客名簿（The Adelaide Times 1854年10月30日
掲載）に「Mr. Wright」とあることが，その推論の根拠だった。その後，11月１日の The Adelaide Times 
に掲載されたアイリーン号の乗客17人の名前が入った D.ブルース船長への感謝状に，「John R. Black」と
もに「Richard J. Wright」があることを見つけた。この結果，ブラックと共同経営者ライトは同じアイリ
ーン号で同時にオーストラリアに移住したことが確定した。
4 1857年11月３日の South Australian Register 掲載の記事に拠ったものだったが，前稿では理事 trustee 
と書いたが，商業会議所Chamber of Commerce のCommitteeのメンバーに選ばれたとするのが正しかっ













11 Terry Bennett,Old Japanese Photographs : Collector’s Data Guide, Bernard Quaritch, 2006／Photography 
of Japan 1853-1912, Tuttle Publishing, 2006。著者べネットは，前者に記された紹介によると，25年間に
わたって19世紀の日本，中国，朝鮮の写真の収集・研究・教育を行っており，この２冊のほかにもいく
つか著作がある。以下，この２冊について注記する場合，前者を Bennett A ，後者をBennett B とする。
12 『 フ ァ ー・ イ ー ス ト 』 は 明 治 ３ 年 ５ 月 １ 日（1870年 ５ 月30日 ）， 横 浜 で A Illustrated Fortnightly 




























認可されたものという。なお，明治になってブラックも所属する新しいロッジ「O Tentosama Lodge 
No.1263」は，妙な名前だが，日本語で表記すれば，「お天道様ロッジ」ということになるのだろうか。
 17 『ヤング・ジャパン２』116ページ。
18 John Lane, F.C.A.,Masonic records 1717-1894, E.Letchworth,1895. 359ページ。同書は在外研究中にイ
ギリス・ケンブリッジ大学図書館貴重書庫架蔵のものを見ることができた。
19 前掲同書には，South Australian Lodge of Friendship （269ページ），Lodge of South Australia（289ペー
ジ），United Trademen’s Lodge（294ページ)，Lodge of North Adelaide（302ページ），Lodge of Concord
（306ページ），Lodge of Unity Port Adelaide（296ページ）が載っている。






















1865年11月11日紙面で上海から入港したグラナダ号の乗客に「Mrs. Black & child 」が確認できる（北根
豊編『日本初期新聞全集６』ぺりかん社，232ページ）。また，11月９日の『ジャパン・タイムズ・デイ


































46 ギルドホール図書館の Reference Code は， CLC/210/F/018/MS22549。
47 「オーストラリアのジョン・レディ・ブラック」272ページ。
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Black（J. R. Blackあ る い はBlack, J. R. と 表 記 さ れ て い る 場 合 も あ る ） は，1869年 と1871年 に は
Yokohama Lodge の organist として登場し，1873年には O Tentosama Lodge の Senior W arden，1874年に
は同じ Lodge の W orshipful Master，1875年にはやはり同じ Lodge の P. M’s の１人として，その名前が
出ている。Organist は「オルガン奏者」だが，序列をみると，Senior Warden は２番目，Worwshipful 
Master はトップである。P. M’ sは「肩書き」のついた名前が並んだ最後に，この表記でブラックを含む
３人が出ており，Master 経験者を指すと思われる。
